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付録－１　損傷評価基準
付録－２　健全度ランク判定要領
付録－３　定期点検結果の記入要領
付録－４　損傷事例写真
1.　 適用の範囲
	　本マニュアルは、福島県が管理するシェッド等（スノーシェッド、スノーシェルター、ロックシェッド）の調査点検業務に適用する｡


【解説】
本マニュアルは、福島県が管理する国道、主要地方道、一般県道に設置されたシェッド等（スノーシェッド、スノーシェルター、ロックシェッド）の調査点検業務に適用する｡調査点検対象は、スノーシェッド、スノーシェルター、ロックシェッドとする。
本マニュアルは、調査点検業務に関して標準的な内容や現時点の知見で予見できる注意事項等について規定したものである。一方、シェッド等の損傷状況は、構造形式、供用年数、周辺環境等によって千差万別である｡このため、実際の点検にあたっては、本マニュアルに基づき、個々の施設の状況に応じて調査点検の目的が達成されるよう、十分な検討を行う必要がある。
2.　 調査点検の目的
	　調査点検は、安全で円滑な交通の確保、沿道や第三者への被害の防止を図るための構造物に係る維持管理を効率的に行うために必要な情報を得ることを目的に実施し、損傷状況の把握、対策区分の判定、点検結果の記録を行うこととする。


【解説】   
　調査点検は、損傷状況の把握、健全度ランクの判定およびそれらの結果の記録を行うことを目的にしており、予め一定の期間を定めて定期的に行われるもの、巡回等に併せて日常的に行われる通常点検や特定の事象に特化した点検などとの役割分担のもとで、互いに情報を共有しながら適切に行われる必要がある。
調査点検の実施にあたっては点検の種類毎に目的を十分に理解した上で、他の点検業務と連携し効率的かつ効果的に行うことが重要である。
3.　 点検の種類
	点検、調査等の種類は次に示す項目を標準とする。
①　　平常時点検
②　　異常時点検
③　　定期点検
④　　第三者被害予防措置
⑤　　塩害に関する特定点検
⑥　　詳細調査


【解説】
1 平常時点検
平常時点検とは、福島県道路パトロール実施要領に準じるもので、損傷の早期発見を図るために、道路パトロールを実施し、道路パトロールカー内からの目視を主体とした点検をいい、平常時パトロールと主要構造物パトロールからなる。
1)平常時パトロール
目的は、道路の異常・破損の発見、交通に支障を与える障害物の有無・障害発生の危険性の発見、交通状況の把握、異常発見時の応急処置の実施等とする。
2)主要構造物パトロール
主要な構造物の定期的なパトロール　各路線１回／年以上
橋梁、擁壁、トンネルおよびシェッド類等主要な構造物など、平常時パトロールでは発見しにくい箇所を定期的に点検する。
2 異常時点検
異常時点検とは、福島県道路パトロール実施要領の異常時パトロールおよび地震時パトロールに準じるものである。
1)異常時パトロール
大雨等の注意報が発令された段階以降および建設事務所長または土木事務所長が異常と判断し、指示した段階のパトロール。
2)地震時パトロール
震度４以上の地震発生段階および建設事務所長または土木事務所長が異常と判断し、指示した段階のパトロール。
3 定期点検
定期点検は、安全で円滑な交通の確保、沿道や第三者への被害の防止を図るための施設に係る維持管理を効率的に行うために必要な情報を得ることを目的に実施する｡
1)　 一次点検
定期点検のうち、職員による直営もしくは委託により行う点検で、遠望目視により全管理施設を対象に実施する。点検はチェックシート等による。
2)　 二次点検

定期点検のうち委託（専門家等）により行う点検で、部分近接目視により実施する。点検結果の記録は別に定める点検調書による。
3)　 特殊点検
定期点検のうち対象施設の頂版、屋根部等、遠望目視または梯子等では損傷の発見が困難な部位において、高所作業車や足場等を使用しなければ点検が困難な場合を対象とし、委託により実施する。
点検対象は必要に応じ個別に指定するものとする。
4 第三者被害予防措置
RCおよびPCシェッドのコンクリート部材を対象に、第三者被害を予防するために講じる措置。

5 塩害に関する特定点検

塩害による劣化を受けやすい構造物を早期に発見し、コンクリート中の鋼材が塩害により腐食する前に予防保全的な補修が行われるようにすることを目的として実施する。
6 詳細調査
補修等の必要性の判定や補修等の方法を決定するに際して、損傷原因や損傷の程度をより詳細に把握するために実施する調査をいう。詳細調査はその目的から、損傷の種類に応じて適切な方法で行うことが必要であり、個別に調査計画を立案し実施する。

4.　 調査点検に関する維持管理の流れ
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調査点検の流れを図 4.1に示す。
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図 4.1　調査点検の流れ

5.　 調査点検の頻度
	　調査点検は，点検の種類毎に頻度を定め行うものとする。　


【解説】
(1) 平常時点検の頻度
平常時点検の頻度は、福島県道路パトロール実施要領に準じる。
福島県道路パトロール実施要領におけるパトロールの種類および回数
1)平常時パトロール
	日交通量
	パトロール回数

	3000台以上の区間
	５回／２週

	1000以上3000台未満の区間
	４回／２週

	1000台未満の区間
	２回／２週


2)主要構造物パトロール　各路線１回／年以上
(2) 異常時点検の実施
異常時点検の実施は、福島県道路パトロール実施要領に準じる。
1)異常時パトロール
大雨等の注意報が発令された段階以降および建設事務所長または土木事務所長が異常と判断し、指示した場合に実施。
2)地震時パトロール
震度４以上の地震発生段階および建設事務所長または土木事務所長が異常と判断し、指示した場合に実施。
(3) 定期点検の頻度
定期点検の頻度は、次回点検までの間に緊急的な対応が必要になる事態を避けるという観点と補修等の必要性の判定精度（信頼性）の観点から定めた。
一次点検；Ａ、Ｂグループ･･･１回/５年　Ｃグループ･･･１回/10年
　二次点検；Ａグループ･･･１回/10年
（Ａグループの内、一次点検の実施が困難な施設は１回/５年）　
　　　　　　　Ｂグループ･･･１回/10年　
　　　　　　　Ｃグループ･･･一次点検の実施が困難な施設のみ、１回/10年　　　　　　
特殊点検；点検頻度は二次点検に準ずる。
※一次点検により、主部材に損傷か確認されなかったものについては、次回も引き続き一次点検の実施でよいものとする。
[image: image3.wmf]点検調書（その１）　施設の諸元（施設単位）

様式−

1

〜

m

ブロック

年

月

年

月

日

年

月点検

年

月点検

 供用年月日@

 施設管理番号�

 施設名N

 路線名N

 所在地N

昭和

 構造タイプ�

 管内名称�

 事務所名�

 施設全延長�













 距離標�













前回詳細点検

平成

一　　般　　図

位　　置　　図　（縮尺　1/25,000）

前回１次点検

平成













 ブロック数�

 点検年月日�

平成

 点検者名�













被災履歴

所　　見

点検調査方法





補修履歴






図 5.1　グループ別の点検フロー
　シェッド等の点検頻度グルーピング
表 5.1　シェッド等のグルーピング（案）と点検頻度
	グループ
	内　容
	対象数
	一次点検
	二次点検

	
	
	
	点検
方法
	点検
頻度
	点検
体制
	点検
方法
	点検
頻度
	点検
体制

	A
	・指定道路(物流)、緊急輸送道路に設置された施設
	110施設
	遠望

目視
	1回

/5年
	直営等
	部分
近接

目視

（注１）
	1回/10年

一次点検の実施が困難な施設

1回/5年
	専門家等

	B
	・国道・主要地方道に設置された施設
	45施設
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	1回/10年
	

	C
	・県道に設置された施設
	25施設
	
	1回

/10年
	
	
	1回/10年

Cグループ内の一次点検実施が困難な施設のみ
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(注１) シェッド等の場合、可能な限り近接目視点検を実施し、横梁と柱の接合部（PCシェッド等のPC鋼材定着部）については、上面からの近接目視点検を実施する。また、頂版上部、屋根部等については、梯子や昇降施設により上部へ登り点検を実施する。その場合、梯子や昇降施設による点検実施が困難な場合は、特殊点検として区別し、高所作業車等を使用する。
(4) 第三者被害予防措置の頻度
措置は当分の間、原則として定期点検の二次点検の実施に併せ実施する。

コンクリート片が落下する時期を予見することは、現状において極めて困難であるものの、被害が発生した場合の重大性を考えると極力事前に兆候を発見して予防策をとることが重要である。そのため現状では適切な頻度は明確でなく、当面定期点検の二次点検の実施に併せ実施し、データや知見の蓄積を待って再検討することとした。

「原則」としたのは、施設の環境条件、供用年数、交通量、材質、構造形式等により損傷の発生状況が異なること、他の点検が行われる時期との関係により、合理的かつ効率的な措置の実施を行うために頻度を調整できる余地を残したものである。
(5) 塩害に関する特定点検の頻度
塩害点検は原則として10年に１度行うものとする。
塩害点検は、試料採取のために構造物を傷つけるので、これをむやみに多数回行うことは好ましくない。そこで10年に１回実施するものとした。

ただし、周辺環境が特に厳しい場合等は、必用に応じ個別に検討の上、点検間隔を調整し実施する。

6.　 定期点検
6.1　 一次点検
6.1.1　 一次点検の方法
(1)　 一次点検の目的
	　定期点検のうち、職員による直営もしくは委託により行う点検で、全管理施設を対象に実施する。


【解説】
一次点検の目的は、次の通りである。
1 二次点検の必要性を確認するスクリーニング（図6.1参照）を職員による直営もしくは委託により行うこと。
2 シェッド等の初期欠陥の早期発見
3 過去の点検結果に対する経過観察および新たな劣化・損傷の有無の確認
4 緊急対応の判断
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図 6.1　対象施設におけるスクリーニング（Aグループの例）
(2)　 一次点検の方法
	　一次点検は、徒歩により可能な範囲で近接し、それ以外は遠望目視により行う。なお、点検はチェックシートを用いる。


【解説】
作業手順：
①　目視による踏査
・路面から、シェッド等構造部材（柱、壁、頂版、主梁等）の損傷を点検（チェックリストに記入）
・頂版上部、屋根部等については、梯子や昇降施設により上部へ登り点検を実施する。また、横梁と柱の接合部（PCシェッド等のPC鋼材定着部）については、上面からの近接目視点検（チェックリストに記入）
・対象施設の損傷状況について、チェックシートの各項目の該当箇所に○を付ける。
・その他の特記すべき損傷がある場合はその他コメント欄に記述する。
　
②　損傷写真撮影
・チェックリストに記入した損傷のうち、代表的なものをデジタルカメラにより撮影し、写真番号および写真位置を記録する。
　③損傷概略図の記入
・チェックリストに記入した点検項目の中で着目すべき損傷概要および損傷写真撮影の該当箇所（写真番号，写真位置など）を損傷概略図に記録する。
(3)　 点検計画
	　一次点検の実施にあたっては、当該施設の状況等に応じて適切な定期点検が実施できるよう、点検計画を作成するものとする｡


【解説】
　定期点検を効率的かつ適切に行うためには、事前に十分な点検計画を作成する必要がある。ここでいう点検計画とは、点検作業に着手するための、既往資料の調査、点検項目と方法、点検体制、現地踏査、管理者協議、安全対策、緊急連絡体制、緊急対応の必要性等の報告体制および工程など定期点検に係る全ての計画をいう。
①既往資料の調査 
施設台帳および既存の定期点検結果の記録等を調査し、施設の諸元および損傷の状況や補修履歴等を把握する。
②点検項目と方法
本マニュアル6.1.1(4)によるのを原則とする。
③点検体制
本マニュアル6.1.1(5)によるのを原則とする。
④現地踏査
点検に先立ち、施設本体および周辺状況を把握し、点検方法や足場等の資機材の計画立案に必要な情報を得るための現地踏査を実施する。この際、交通状況や点検に伴う交通規制の方法等についても調査する。
⑤管理者協議
点検の実施にあたり、公安委員会および他の道路管理者等との協議が必要な場合には、点検が行えるように協議を行わなければならない。
⑥安全対策
本マニュアル6.6によるのを原則とする。
　⑦緊急連絡体制
　事故等の発生時の緊急連絡体制を構築する。施設点検員等から、調査職員、警察署、救急指定病院等へ連絡する場合の手順を明らかにしておく。
　⑧緊急対応の必要性等の報告体制
　点検において，施設の安全性や第三者被害の防止などの観点から緊急対応の必要性があると判断された場合の連絡体制を定めておく。
　⑨工程
　定期点検を適切に行うために、点検順序、必要日数あるいは時間などをあらかじめ検討し、点検計画に反映させなければならない。
(4)　 点検項目
	　定期点検では、対象施設毎に必要な情報が得られるよう点検する部位、部材に応じて、適切な項目（損傷の種類）に対して点検を実施しなければならない｡定期点検項目の標準は、一次点検チェックシートに示すものとする。


【解説】
一次点検チェックシートにおける点検項目は、一次点検における標準的な点検項目について示したものである。
シェッド、シェルターの構造や施工場所などの条件によっては、項目の追加や削除が必要となる場合もあるので，点検項目は対象施設毎に適切に設定しなければならない。
シェッドの点検部位は、シェッド本体、頂版部、舗装、排水工、その他に分類され、シェルターの点検部位は、シェルター本体、舗装、排水工、その他に分類される。
(5)　 点検体制
	一次点検は、職員による直営もしくは委託により行う。


【解説】
点検作業班の編成人員を表 6.1に示す。この表を参考に点検内容や現地状況等を考慮して、編成人員を定めるのがよい。
表 6.1　点検作業班の編成人員

	点検者
	編成人員

	施設点検員
	１人  

	点検補助員
	１人  


なお、点検作業に携わる人員の名称および作業内容は次のとおりとする。
ａ．施設点検員…施設点検員は、点検作業班を統括し、安全管理について留意して、点検補助員との連絡を密にして点検調査を実施する。
ｂ．点検補助員…点検補助員は、施設点検員の指示により、点検作業の補助を行う他、交通整理員との連絡・調整を行う。
6.1.2　 一次点検の健全度ランクの判定
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一次点検では、劣化予測を行う部材毎に表 6.2に基づき健全度ランクを評価する。
表 6.2　一次点検における健全度ランクの判定区分

	健全度

ランク
	判定区分
	備考

	１
	健全
	損傷が認められない

	２
	対策不要
	損傷が軽微で補修を行う必要がない

	３
	状況に応じ早めに対策
	状況に応じて補修を行う必要がある

	４
	早急に補修補強
	速やかに補給等を行う必要がある

	５
	緊急対応の必要
	緊急対応の必要がある


6.1.3　 一次点検の記録

	　一次点検は、施設単位で点検調書1（点検集計表）、点検調書4（点検結果写真）を作成し、5ブロック単位で点検調書2（点検シート）の記入、点検調書3（点検結果記録図）の作成を行う。


【解説】
　STEP１：施設単位で点検集計表（点検調書1）を作成

STEP２：5ブロック単位で点検シート（点検調書2）を記入し、各部材の損傷度を判定
　STEP３：5ブロック単位で点検結果記録図（点検調書3）を作成し、主要損傷の箇所を記録
　STEP４：施設単位で点検結果写真（点検調書4）を作成
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図 6.2　一次点検結果の記録方法（ｲﾒｰｼﾞ図）
6.2　 二次点検

6.2.1　 二次点検の方法
(1)　 二次点検の目的[image: image8.wmf]Ａ
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　定期点検のうち委託（専門家等）により行う点検で、近接目視と遠望目視を併用し実施する。
【解説】
二次点検の目的は、次の通りである。
1 過去の点検結果に対する経過観察および新たな劣化・損傷の有無の確認
2 緊急対応の判断
(2)　 点検方法
[image: image9.wmf] 

二次点検は、可能な限り部分近接目視により実施する。
【解説】二次点検における近接目視と遠望目視の区分
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二次点検における近接目視と遠望目視の区分を図 6.3　に示す。

[image: image11.emf] 
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図 6.3　シェッド等における近接目視と遠望目視の区分（二次点検）

近接目視の場合の点検方法

・可能な限り近接目視点検を実施し、横梁と柱の接合部（PCシェッド等のPC鋼材定着部）については、上面からの近接目視点検を実施する。また、頂版上部、屋根部等については、梯子や昇降施設により上部へ登り点検を実施する。その場合、梯子や昇降施設による点検実施が困難な場合は、高所作業車等を用いて点検を実施する。（特殊点検）
遠望目視の場合の点検方法

・路面より、横梁および頂版下面について望遠鏡等により点検する。

(3)　 二次点検の計画
	　二次点検の実施にあたっては、当該施設の状況等に応じて適切な定期点検が実施できるよう、点検計画を作成するものとする｡


【解説】
　定期点検を効率的かつ適切に行うためには、事前に十分な点検計画を作成する必要がある。ここでいう点検計画とは、点検作業に着手するための、既往資料の調査、点検項目と方法、点検体制、現地踏査、管理者協議、安全対策、緊急連絡体制、緊急対応の必要性等の報告体制および工程など定期点検に係る全ての計画をいう。
①既往資料の調査 
施設台帳および既存の定期点検結果の記録等を調査し、施設の諸元および損傷の状況や補修履歴等を把握する。
②点検項目と方法
本マニュアル6.2.1(4)によるのを原則とする。
③点検体制
本マニュアル6.2.1(5)によるのを原則とする。
④現地踏査
点検に先立ち、施設本体および周辺状況を把握し、点検方法や足場等の資機材の計画立案に必要な情報を得るための現地踏査を実施する。この際、交通状況や点検に伴う交通規制の方法等についても調査する。
⑤管理者協議
点検の実施にあたり、公安委員会および他の道路管理者等との協議が必要な場合には、点検が行えるように協議を行わなければならない。
⑥安全対策
本マニュアル6.6によるのを原則とする。
　⑦緊急連絡体制
　事故等の発生時の緊急連絡体制を構築する。施設点検員等から、調査職員、警察署、救急指定病院等へ連絡する場合の手順を明らかにしておく。
　⑧緊急対応の必要性等の報告体制
　点検において、施設の安全性や第三者被害の防止などの観点から緊急対応の必要性があると判断された場合の連絡体制を定めておく。
　⑨工程
　定期点検を適切に行うために、点検順序、必要日数あるいは時間などをあらかじめ検討し、点検計画に反映させなければならない。
　なお、特殊点検など他の点検とあわせて実施する場合には、それについても点検計画に反映するとよい｡
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(4)　 点検の項目および方法

 (1) 定期点検では、対象施設毎に必要な情報が得られるよう、点検する部位、部材に応じて、適切な項目（損傷の種類）に対して点検を実施しなければならない｡
　　表 6.3～表 6.6に定期点検項目の標準を示す。
1) RC構造（スノーシェッド、ロックシェッド）
表 6.3　点検項目の標準（RC構造）
	点検箇所

（部材・部位）
	劣化・損傷の種類
	備　考

	
	鋼
	コンクリート
	その他
	

	1
	壁部
(谷側、山側)
	―――
	⑥ひびわれ

⑦剥離・鉄筋露出

⑧漏水・遊離石灰

⑫うき

⑳漏水・滞水

 eq \o\ac(○,23)変形・欠損
	 eq \o\ac(○,25)沈下・移動・傾斜
	主部材

	2
	頂版部
(外側、内空)
	―――
	⑥ひびわれ

⑦剥離・鉄筋露出

⑧漏水・遊離石灰

⑨抜け落ち

⑪頂版ひびわれ

⑫うき

⑳漏水・滞水

 eq \o\ac(○,23)変形・欠損
	―――
	主部材

	3
	道路舗装
	―――
	―――
	⑮舗装の異常
	

	4
	排水工
	―――
	―――
	⑳漏水・滞水

 eq \o\ac(○,23)変形・欠損

 eq \o\ac(○,24)土砂詰り
	

	5
	雪庇防止柵、

土留壁
	①腐食

③ゆるみ・脱落
⑤防食機能の劣化

 eq \o\ac(○,23)変形・欠損
	⑥ひびわれ

⑦剥離・鉄筋露出

⑧漏水・遊離石灰

⑫うき

⑳漏水・滞水

 eq \o\ac(○,23)変形・欠損
	―――
	


[image: image13.emf]スノーシェッド・ロックシェッド（PC）点検シート

調書－２

管内名称

施設名 事務所名

ブロック番号

ブロック延長 m

m

点検年月日

点検状況 １：全項目を点検したもの、 ２：全項目を点検できなかったもの

  → ２の具体的内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

スノーシェッド・ロックシェッド点検のポイント

○　徒歩による目視（望遠鏡による目視を含む）を主体にシェッドの状況を把握する。

○　本調書は概ね５ブロック単位（５０～６０ｍ）で作成するものとするが、上部工の構造形式（ＰＣ・ＲＣ・メタル等）が異なる場合には別調書とする。

○　現地にブロック番号（下部工の施工目地等で区分）をナンバーリングして、明瞭な位置表示を行ったうえで点検を実施する。

　　なお、ＰＣ・メタル製の柱・梁を持つ構造の場合には、１セットごとにセット番号も併せてナンバーリングして、損傷箇所を特定できるようにする。

1.健全 2.対策不要

3.状況に応じ早めに対策

4.早急に補修補強 5.緊急対応の必要

①コンクリートにひび割れがあるか

②コンクリートに白いシミがあるか

③部材に破損・変形があるか

④鉄筋の露出があるか

①コンクリートにひび割れがあるか

②コンクリートに白いシミがあるか

③部材に破損・変形があるか

④鉄筋の露出があるか

①コンクリートにひび割れがあるか

②コンクリートに白いシミがあるか

③部材に破損・変形があるか

④鉄筋の露出があるか

①コンクリートにひび割れがあるか

②コンクリートに白いシミがあるか

③部材に破損・変形があるか

④鉄筋の露出があるか

⑤屋根からの水漏れがないか

①コンクリートにひび割れがあるか

②コンクリートに白いシミがあるか

③部材に破損・変形があるか

④鉄筋の露出があるか

点検項目

済・未

済・未

柱 済・未

路線名

箇所名

供用年月日

谷側支承

（接合）部

点検箇所

施設全延長

Ｐ

Ｃ



判定番

号記入

判    定  （該当欄に コメント ｏｒ ○ を記入）

済・未

済・未

劣化

要因



済・未

山側支承

（接合）部

床版

内空部

主梁


2) PC構造（スノーシェッド、ロックシェッド）

[image: image14.wmf] 

表 6.4　点検項目の標準（PC構造）
	点検箇所

（部材・部位）
	劣化・損傷の種類
	備　考

	
	鋼
	コンクリート
	その他
	

	1
	支承接合部
	①腐食

③ゆるみ・脱落
⑤防食機能の劣化

 eq \o\ac(○,23)変形・欠損
	⑥ひびわれ

⑦剥離・鉄筋露出

⑧漏水・遊離石灰

⑫うき

⑳漏水・滞水

 eq \o\ac(○,23)変形・欠損
	―――
	主部材

	2
	柱部、受台部
	―――
	⑥ひびわれ

⑦剥離・鉄筋露出

⑧漏水・遊離石灰

⑫うき

⑳漏水・滞水

 eq \o\ac(○,23)変形・欠損
	 eq \o\ac(○,25)沈下・移動・傾斜
	主部材

	3
	主梁部
	―――
	
	―――
	主部材

	4
	頂版

(内空、屋根)
	―――
	⑥ひびわれ

⑦剥離・鉄筋露出

⑧漏水・遊離石灰

⑨抜け落ち

⑪頂版ひびわれ

⑫うき

⑳漏水・滞水

 eq \o\ac(○,23)変形・欠損
	―――
	主部材

	5
	PC鋼材定着部
	―――
	⑥ひびわれ

⑦剥離・鉄筋露出

⑧漏水・遊離石灰

⑫うき

⑱定着部の異常

⑳漏水・滞水

 eq \o\ac(○,23)変形・欠損
	―――
	主部材

	6
	道路舗装
	―――
	―――
	⑮舗装の異常
	

	7
	排水工
	―――
	―――
	⑳漏水・滞水

 eq \o\ac(○,23)変形・欠損

 eq \o\ac(○,24)土砂詰り
	

	8
	雪庇防止柵、

土留壁
	①腐食

③ゆるみ・脱落
⑤防食機能の劣化

 eq \o\ac(○,23)変形・欠損
	⑥ひびわれ

⑦剥離・鉄筋露出

⑧漏水・遊離石灰

⑫うき

⑳漏水・滞水

 eq \o\ac(○,23)変形・欠損
	―――
	


[image: image15.emf]1.健全 2.対策不要

3.状況に応じ早めに対策

4.早急に補修補強 5.緊急対応の必要

①ＰＣ鋼材の露出がないか

②モルタルに割れ・破損がないか

①コンクリートにひび割れがあるか

②部材に破損・変形があるか

③鉄筋が露出しているか

④落石や倒木がないか

⑤土砂の堆積がないか

⑥斜面からの流水がないか

①めくれや脱落がないか

②やぶれや割れがないか

①コンクリートにひび割れがあるか

②コンクリートに白いシミがあるか

③部材に変位がないか

④湧水がないか

①コンクリートにひび割れがあるか

②コンクリートに白いシミがあるか

③部材に変位がないか

④湧水がないか

①段差や変位がないか

②クラックがないか

①段差やクラックがないか

②穴がないか

①変位や破損がないか

②泥や土砂の詰まりがないか

雪庇

防止柵

済・未 ①破損・変形がないか

サンドクッ

ション

済・未 ①流出や偏りがないか

点検できなかった箇所

その他コメント



共

通

舗装 済・未

排水工 済・未



点検箇所 済・未 点検項目

Ｐ

Ｃ

済・未



歩道（監

査歩廊）

済・未

済・未

ＰＣ鋼材

定着部

山側受台

判    定  （該当欄に コメント ｏｒ ○ を記入）

劣化

要因

判定番

号記入

済・未

済・未

谷側受台 済・未

防水工

床版

屋根部


3) 鋼構造１（スノーシェッド、ロックシェッド）

[image: image16.wmf] 

表 6.5　点検項目の標準（鋼構造1）
	点検箇所

（部材・部位）
	劣化・損傷の種類
	備　考

	
	鋼
	コンクリート
	その他
	

	1
	支承接合部

(谷側、山側)
	①腐食

③ゆるみ・脱落
⑤防食機能の劣化

 eq \o\ac(○,23)変形・欠損
	⑥ひびわれ

⑦剥離・鉄筋露出

⑧漏水・遊離石灰

⑫うき

⑳漏水・滞水

 eq \o\ac(○,23)変形・欠損
	―――
	主部材

	2
	柱部
	①腐食

②亀裂

③ゆるみ・脱落
④破断

⑤防食機能の劣化

 eq \o\ac(○,23)変形・欠損
	―――
	 eq \o\ac(○,25)沈下・移動・傾斜
	主部材

	3
	主梁部
	
	―――
	―――
	主部材

	4
	床版

(内空、屋根)
	①腐食

③ゆるみ・脱落
⑤防食機能の劣化

⑳漏水・滞水
 eq \o\ac(○,23)変形・欠損
	―――
	―――
	主部材

	5
	受台
(谷側、山側)
	―――
	⑥ひびわれ

⑦剥離・鉄筋露出

⑧漏水・遊離石灰

⑫うき

⑳漏水・滞水

 eq \o\ac(○,23)変形・欠損
	―――
	主部材

	6
	道路舗装
	―――
	―――
	⑮舗装の異常
	

	7
	排水工
	―――
	―――
	⑳漏水・滞水

 eq \o\ac(○,23)変形・欠損

 eq \o\ac(○,24)土砂詰り
	

	8
	雪庇防止柵、

土留壁
	①腐食

③ゆるみ・脱落
⑤防食機能の劣化

 eq \o\ac(○,23)変形・欠損
	―――
	―――
	


[image: image17.emf]スノーシェッド・ロックシェッド（RC）点検シート

調書－２

管内名称

施設名 事務所名

ブロック番号

ブロック延長 m

m

点検年月日

点検状況 １：全項目を点検したもの、 ２：全項目を点検できなかったもの

  → ２の具体的内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

スノーシェッド・ロックシェッド点検のポイント

○　徒歩による目視（望遠鏡による目視を含む）を主体にシェッドの状況を把握する。

○　本調書は概ね５ブロック単位（５０～６０ｍ）で作成するものとするが、上部工の構造形式（ＰＣ・ＲＣ・メタル等）が異なる場合には別調書とする。

○　現地にブロック番号（下部工の施工目地等で区分）をナンバーリングして、明瞭な位置表示を行ったうえで点検を実施する。

　　なお、ＰＣ・メタル製の柱・梁を持つ構造の場合には、１セットごとにセット番号も併せてナンバーリングして、損傷箇所を特定できるようにする。

1.健全 2.対策不要

3.状況に応じ早めに対策

4.早急に補修補強 5.緊急対応の必要

①コンクリートにひび割れがあるか

②コンクリートに白いシミがあるか

③部材に破損・変形・変位がないか

④鉄筋の露出があるか

①コンクリートにひび割れがあるか

②コンクリートに白いシミがあるか

③部材に破損・変形・変位がないか

④鉄筋の露出があるか

⑤屋根からの水漏れがないか

①コンクリートにひび割れがあるか

②コンクリートに白いシミがあるか

③部材に破損・変形・変位がないか

④鉄筋の露出があるか

⑤湧水がないか

①コンクリートにひび割れがあるか

②部材に破損・変形があるか

③鉄筋が露出しているか

④落石や倒木がないか

⑤土砂の堆積がないか

⑥斜面からの流水がないか

判定番

号記入

劣化

要因



点検項目

路線名

箇所名

供用年月日

施設全延長

点検箇所 済・未

判    定  （該当欄に コメント ｏｒ ○ を記入）

Ｒ

Ｃ

頂部

（外側）

済・未



谷側壁



済・未

頂部

（内空）

済・未

山側壁 済・未


[image: image18.emf]スノーシェルタ点検シート　　　　（作成例）

調書－２

主　柳津・昭和線

管内名称

会津若松建設事務所

湯八木沢スノーシェルタ

事務所名

宮下土木事務所

河沼郡柳津町大字湯八木沢字舞台地内

ブロック番号

1～5

平成５年

ブロック延長

60.0 m

m

点検年月日

点検状況 １：全項目を目視（望遠鏡含む）したもの、 ２：上部工の一部について確認できなかったもの、 ３：下部工の外部の一部について確認できなかったもの、

４：その他   → ４の具体的内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

スノーシェルタ点検のポイント

○　徒歩による目視（望遠鏡を用いた目視を含む）を主体にシェルタの状況を把握する。

○　点検シートは概ね５ブロック単位（５０～６０ｍ）で作成するものとするが、上部工の構造形式が異なる場合には別調書とする。

○　現地にブロック番号（下部工の施工目地等で区分）をナンバーリングして、明瞭な位置表示を行ったうえで点検を実施する。

○　床版が橋梁の場合の点検は、橋梁点検で実施する。

1.健全 2.対策不要

3.状況に応じ早めに対策

4.早急に補修補強 5.緊急対応の必要

OK 1

○ 3

OK 1

OK 1

OK 1

○ 3

OK 1

OK 1

OK 1

OK 1

OK 1

OK 1

OK 1

○ 3

OK 1

○ 2

OK 1

擁壁目地部の段差

4

OK 1

OK 1

OK 1

OK 1

平成17年10月1日

163.5

ｼｪﾙﾀ全延長

雪庇

防止柵

済・未

済・未

④ボルトの脱落箇所があるか

⑤歩行者・通行車両に危険と思われるところがあるか

①支柱・梁・ネットに破損箇所があるか

②錆、腐食、ボルトの緩み・脱落があるか

覆工版 済・未

点検項目

出入口 済・未

①事故等によって破損しているか

②錆、腐食、ボルトの緩み・脱落があるか

③支柱・桁材に歪みがあるか

④歩行者・通行車両に危険と思われるところがあるか

①覆工版に破損、ひび割れ箇所があるか

②覆工版からの雨水等の流入があるか

③覆工版に外部から衝撃がかかっていないか

路線名

箇所名

供用年月日

支柱・

桁材

点検

上

部

工

点検箇所

ｼｪﾙﾀ名

判    　　　　定 

劣化

要因



判定番

号記入

済・未

コンク

リート

壁部

済・未

下

部

工

③コンクリートが沈下していないか

④上部工との連結部に問題はないか

⑤背後地の山側からの土砂等の土圧が加わっているか

⑥背後地の谷側の法面が沈下・崩壊しているか

⑦歩行者・通行車両に危険と思われるところがあるか

①コンクリートにひびわれがあるか

②鉄筋が露出しているところがあるか



③歩行者・通行車両に危険と思われるところがあるか

①扉の開閉に問題がないか

②扉に錆、腐食、ボルトの緩み・脱落があるか

③歩行者・通行車両に危険と思われるところがあるか

点検項目全ての点検が済んだ

場合、済に○を付ける。

全て点検できなかった場合に

は未に○を付け、下段の「※

点検できなかった項目」に項

目を記入する。

コメントなしでも判るものは○を、

判らない内容の場合にはコメントを

記入する。

各項目ごとに、判定結果を記

入する。


[image: image19.emf]1.健全 2.対策不要

3.状況に応じ早めに対策

4.早急に補修補強 5.緊急対応の必要

①段差や変位がないか

②クラックがないか

①段差やクラックがないか

②穴がないか

①変位や破損がないか

②泥や土砂の詰まりがないか

雪庇

防止柵

済・未 ①破損・変形がないか

サンドクッ

ション

済・未 ①流出や偏りがないか

判定番

号記入

歩道（監

査歩廊）

済・未

劣化

要因

点検箇所 済・未 点検項目

判    定  （該当欄に コメント ｏｒ ○ を記入）

点検できなかった箇所

その他コメント



共

通

舗装 済・未

排水工 済・未

4) 鋼構造２（スノーシェルター）

表 6.6　点検項目の標準（鋼構造2）
	点検箇所

（部材・部位）
	劣化・損傷の種類
	備　考

	
	鋼
	コンクリート
	その他
	

	1
	支柱・桁材部
	①腐食

②亀裂

③ゆるみ・脱落
④破断

⑤防食機能の劣化

 eq \o\ac(○,23)変形・欠損
	―――
	 eq \o\ac(○,25)沈下・移動・傾斜
	主部材

	2
	覆工板
	
	―――
	―――
	主部材

	3
	コンクリート壁部
	―――
	⑥ひびわれ

⑦剥離・鉄筋露出

⑧漏水・遊離石灰

⑫うき

⑳漏水・滞水

 eq \o\ac(○,23)変形・欠損
	 eq \o\ac(○,25)沈下・移動・傾斜
	主部材

	4
	道路舗装
	―――
	―――
	⑮舗装の異常
	

	5
	排水工
	―――
	―――
	⑳漏水・滞水

 eq \o\ac(○,23)変形・欠損

 eq \o\ac(○,24)土砂詰り
	

	6
	雪庇防止柵
	①腐食

③ゆるみ・脱落
⑤防食機能の劣化

 eq \o\ac(○,23)変形・欠損
	―――
	―――
	


[image: image20.emf]スノーシェッド・ロックシェッド（メタル）点検シート

調書－２

管内名称

施設名 事務所名

ブロック番号

ブロック延長 m

m

点検年月日

点検状況 １：全項目を点検したもの、 ２：全項目を点検できなかったもの

  → ２の具体的内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

スノーシェッド・ロックシェッド点検のポイント

○　徒歩による目視（望遠鏡による目視を含む）を主体にシェッドの状況を把握する。

○　本調書は概ね５ブロック単位（５０～６０ｍ）で作成するものとするが、上部工の構造形式（ＰＣ・ＲＣ・メタル等）が異なる場合には別調書とする。

○　現地にブロック番号（下部工の施工目地等で区分）をナンバーリングして、明瞭な位置表示を行ったうえで点検を実施する。

　　なお、ＰＣ・メタル製の柱・梁を持つ構造の場合には、１セットごとにセット番号も併せてナンバーリングして、損傷箇所を特定できるようにする。

1.健全 2.対策不要

3.状況に応じ早めに対策

4.早急に補修補強 5.緊急対応の必要

①コンクリートにひび割れがあるか

②コンクリートに白いシミがあるか

③部材に破損・変形があるか

④鉄筋の露出があるか

⑤鋼材に錆び、亀裂があるか

⑥ボルトのゆるみ・脱落があるか

①部材に破損・変形があるか

②鋼材に錆び、亀裂があるか

③ボルトのゆるみ・脱落があるか

①部材に破損・変形があるか

②鋼材に錆び、亀裂があるか

③ボルトのゆるみ・脱落があるか

①部材に破損・変形があるか

②鋼材に錆び、亀裂があるか

③ボルトのゆるみ・脱落があるか

④屋根からの水漏れがないか

済・未

柱 済・未

済・未



路線名

箇所名

供用年月日

谷側支承

（接合）部

点検箇所

施設全延長

メ

タ

ル

判定番

号記入

判    　　　　定 

済・未

済・未

劣化

要因



床版

内空部

主梁

点検項目


[image: image21.emf]1.健全 2.対策不要

3.状況に応じ早めに対策

4.早急に補修補強 5.緊急対応の必要

①コンクリートにひび割れがあるか

②コンクリートに白いシミがあるか

③部材に破損・変形があるか

④鉄筋の露出があるか

⑤鋼材に錆び、亀裂があるか

⑥ボルトのゆるみ・脱落があるか

①部材に破損・変形があるか

②落石や倒木がないか

③土砂の堆積がないか

④斜面からの流水がないか

①めくれや脱落がないか

②やぶれや割れがないか

①コンクリートにひび割れがあるか

②コンクリートに白いシミがあるか

③部材に変位がないか

④湧水がないか

①コンクリートにひび割れがあるか

②コンクリートに白いシミがあるか

③部材に変位がないか

④湧水がないか

①段差や変位がないか

②クラックがないか

①段差やクラックがないか

②穴がないか

①変位や破損がないか

②泥や土砂の詰まりがないか

雪庇

防止柵

済・未 ①破損・変形がないか

サンドクッ

ション

済・未 ①流出や偏りがないか

点検できなかった箇所

その他コメント



共

通

舗装 済・未

排水工 済・未



点検箇所 済・未 点検項目

メ

タ

ル

済・未



歩道（監

査歩廊）

済・未

済・未

床版

屋根部

山側受台

劣化

要因

判定番

号記入

済・未

済・未

谷側受台 済・未

防水工

山側支承

（接合）部

判    　　　　定 


[image: image22.emf]点検

対応

平常時点検

異常時点検

定期点検

平常時 パトロール

特殊点検

異常時 ・地震時 パトロール

緊急対応

一次点検

二次点検

健全度 ランク の 判定

※主部材 の

損傷 の 確認

損傷状況 の 評価

緊急対応 の

必要性

※詳細調査

の必要性

Yes

No

損傷発見

困難

Yes

詳細調査

Yes

維持 補修 補強

次回点検時 に重点的 に

点検 を実施 する 事項 の

抽出 ・整理

No

No

維持補修等 の 計画

主要構造物 パトロール

屋根部上面等点検に

高所作業車必要

No

Yes

※主部材

柱 、主梁 、頂版 、RC壁等

※詳細調査

塩害 に 関 する 点検

アルカリ骨材反応 に 対 する 点検

第三者被害 を予防 するための 点検

※異常 な落石 、上載

土砂 、堆雪 の場合

緊急連絡

第三者被害予防措置

塩害 に 関 する 特定点検

(2) 定期点検の実施にあたっては、必要な点検機械・機器を携行し、点検項目に応じて適切な方法で実施しなければならない｡
 　　表 6.7に定期点検における標準的な方法を示す。
表 6.7　点検の標準的な方法
	材

料
	番

号
	損傷の種類
	点検の標準的方法
	必要に応じて採用することのできる方法例

	鋼
	①
	腐食
	目視、ﾉｷﾞｽ
	超音波板厚計による板厚計測

	
	②
	亀裂
	目視、ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ
	渦流探傷試験、磁紛探傷試験超音波探傷試験、浸透探傷試験

	
	③
	ゆるみ・脱落
	目視
	ﾎﾞﾙﾄﾍｯﾄﾞﾏｰｸの確認、たたき試験超音波探傷（F11T等）、軸力計を使用した調査

	
	④
	破断
	目視
	－

	
	⑤
	防食機能の劣化
	目視
	写真撮影（画像解析による調査）ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ測定、膜厚測定、付着性試験

	コンクリート
	⑥
	ひびわれ
	目視、ｸﾗｯｸｹﾞｰｼﾞ、写真
	写真撮影（画像解析による調査）

	
	⑦
	剥離・鉄筋露出
	目視、写真
	－

	
	⑧
	漏水・遊離石灰
	目視、写真
	－

	
	⑨
	抜け落ち
	目視
	－

	
	⑩
	ｺﾝｸﾘｰﾄ補強材の損傷
	目視
	たたき試験、赤外線調査

	
	⑪
	頂版ひびわれ
	目視、ｸﾗｯｸｹﾞｰｼﾞ
	写真撮影（画像解析による調査）

	
	⑫
	うき
	目視
	たたき試験、赤外線調査

	その他
	⑮
	舗装の異常
	目視
	－

	
	⑯
	支承の機能障害
	目視
	－

	
	⑰
	その他
	
	－

	共通
	⑱
	定着部の異常
	目視
	たたき試験、赤外線調査

	
	⑳
	漏水・滞水
	目視
	－

	
	 eq \o\ac(○,23)
	変形・欠損
	目視、水糸、ｺﾝﾍﾞｯｸｽ
	－

	
	 eq \o\ac(○,24)
	土砂詰まり
	目視
	－

	
	 eq \o\ac(○,25)
	沈下・移動・傾斜
	目視、水糸、ｺﾝﾍﾞｯｸｽ
	－


【解説】
(1)表 6.3～表 6.6は，定期点検における標準的な点検項目について示したものである。
シェッド、シェルターの構造や施工場所などの条件によっては、項目の追加や削除が必要となる場合もあるので、点検項目は対象施設毎に適切に設定しなければならない。
シェッドの点検部位は、シェッド本体、頂版部、舗装、排水工、その他に分類され、シェルターの点検部位は、シェルター本体、舗装、排水工、その他に分類される。
シェッド等の定期点検における着目すべき変状および変状が構造物に与える影響について、「PCシェッド点検判定要領（案）北陸PC防雪技術協会H19.1」より点検項目の事例について以下に参考として示す。
1) 構造物本体の点検
構造物本体の変状は直接、耐荷力の低下につながり、安全性に悪影響をおよぼすことがある。構造物本体の変状の調査項目としては、以下のようなものがある。
①目地のずれ、段差、開口が生じていないか。

構造物全体が雪、落石の荷重、地震時の影響により地盤の支持力不足による沈下や滑動を起こして、目地部分にずれ、段差、開口が生じることがある。また、まれに単純梁式の頂版が道路軸方向にずれることがある。ただし、施工誤差等により施工時時点で段差が生じている場合があるため、これらを除いた段差を点検する必要がある。

②部材に変形、傾斜を生じていないか。
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部材には雪、落石あるいは地山の移動等によって変形が生じることがあり、変形した部材は強度低下のおそれがある。また、部材接合部に大きな力が働いた場合には部材の傾斜、ずれを起こしていることがある。
図 6.4　シェッド等における部材の変形、傾斜

③部材にひびわれが発生していないか。

コンクリート構造物の変状はほとんどの場合、ひびわれの発生を伴い、一般にひびわれの発見により構造物の全体的な変状を知ることが多い。例えば主梁の中央部付近の最大曲げモーメント付近にひびわれが発生している部材では、強度が低下している恐れがある。そのために、構造物のひびわれの有無、ひびわれの状態、変形状態を調査してその原因を究明することが、原因の除去や構造物の耐力を判定してその処理を講じる上で必要である。ただし、コンクリートの乾燥収縮等により発生したヘアークラック等は強度低下や耐久性におよぼす影響が小さいと考えられるため対象としない。

④部材にはく落、欠損がないか。

コンクリートの部材に、剥落、欠損がある場合には強度・耐久性の低下のおそれがある。特に主梁下面の剥落は通行車両等への安全を確保する上で重要である。ただし、山側側壁の角部における軽微な剥落、欠損は対象としなくてもよい。

⑤補強材からの錆汁が見られないか。

鉄筋やP C鋼材などコンクリート補強材への浸水、鉄筋のかぶり不足、ひびわれ等により、コンクリート内面の補強材が腐食しコンクリート面に錆汁が浮き出し、錆による鉄筋の膨張によりコンクリートが剥離し、鉄筋が露出することがある。こうした劣化は鉄筋の付着力の低下、コンクリートの強度低下等の原因となる。

⑥目地部から水が流れ、その跡がないか。

目地部には止水板等を使用し、防水を図っているが、止水板が破損していると目地部から漏水が発生する。

⑦目地部以外の部分から水が流れ、その跡がないか。
コンクリ－トの打ち継ぎ面や壁体のひびわれ等からの漏水は、コンクリート内の鉄筋の腐食や石灰等のコンクリート成分の溶出の原因となる。また、シェッド裏込部の滞水もこの原因として考えられる。

⑧補修箇所に異常や破損が見られないか。
コンクリートのひびわれ、欠損等の補修箇所に再度異常が見られる場合には、補修の効果が十分でなく、構造物に異常な応力が発生している恐れがあり、斜面の変状が発生している可能性もある。
2) 頂板上の点検
①頂版上の状況に変化はないか。
シェッドの頂板上に落石・崩土がある場合には、過去にこれらの作用を受けたことを示しており、さらに今後も同様の落石・崩土が発生する可能性を示している。このため、シェッドヘの落石・崩土の有無は定期的に点検し記録するとともに、発見(点検)日を直接落石にマーキングする等して、新規の落石・崩土かどうかを判別できるようにしておくと良い。

落石・崩土がある場合には、地震時に大きな慣性力を受けるおそれがある。特に設計荷重を超える落石・崩土がある場合や設計荷重に落石・崩土を考慮していない場合は、地震時の慣性力を受けることのほかに構造物の強度が十分でない可能性があり、精査が必要となる。

新しい落石があった場合には、構造物その他に変状がないかどうかをシェッド本体の点検により特に注意して点検する必要がある。また、落石・崩土がどこから発生したかを調査し、その周辺に浮石等安定性の低い落石がないかどうかも確認する。また、防水層の確認ができる場合は破損していないか確認する。
②緩衝材の厚さに変化がないか。
落石・崩土の衝撃力を緩和するため、ロックシェッドの場合には頂板上に緩衝材を設置している。この緩衝材の厚さ、材質等が設計条件と異なってきている場合は、衝撃力が変化し、安全性に悪影響をおよぼすおそれもあるので点検・確認が必要である。緩衝材の厚さの変化は風による緩衝材の飛散、頂版排水工の破損による緩衝材の流出等が考えられるが、全面が一様に変化することは少ない。したがって、緩衝材上面に凸凹か見られる場合は必要に応じて凹部を埋め戻す必要がある。
緩衝材が設計厚以上の場合には、地震時に大きな慣性力を構造物が受ける可能性があるので注意が必要である。
3)排水工の点検
頂板上の排水工に異常があり、頂板上の滞水、頂版排水工からの緩衝材の流出が起これば、緩衝材の機能に支障をきたし、危険性が増大する。
裏込排水工等の破損も同様に裏込土や緩衝材の滞水による軟弱化、土砂の流出の恐れがある。
排水工の機能点検は降雨時に行うことが望ましい。点検を降雨時に行う場合は、頂版排水工、裏込排水工の流末からの水の流出状況について観察し、排水工が詰まっていないか、土砂が流出していないかについて調査する。また、降雨時以外に点検を行う場合は、排水流末部を観察し、排水工に異物が詰まっていないか、土砂等が流末に堆積していないかについて調査する。さらに頂版排水工の配水管等、変形について目視のできるものは変形の有無を点検する。
4)基礎工および路面の点検
[image: image24.emf]スノーシェッド・ロックシェッド（メタル）点検シート　（作成例）

調書－２

国道２８９号

管内名称

南会津建設事務所

施設名

八木沢スノーシェッド

事務所名

山口土木事務所

南会津郡只見町大字蒲生字西山

ブロック番号

1～5

昭和６０年

ブロック延長

50.0

m

m

点検年月日

点検状況

１：全項目を点検したもの、

２：全項目を点検できなかったもの

  → ２の具体的内容（土砂等で屋根部が確認できなかった　　　　　　　　　　　　　　　　　）

スノーシェッド・ロックシェッド点検のポイント

○　徒歩による目視（望遠鏡による目視を含む）を主体にシェッドの状況を把握する。

○　本調書は概ね５ブロック単位（５０～６０ｍ）で作成するものとするが、上部工の構造形式（ＰＣ・ＲＣ・メタル等）が異なる場合には別調書とする。

○　現地にブロック番号（下部工の施工目地等で区分）をナンバーリングして、明瞭な位置表示を行ったうえで点検を実施する。

　　なお、ＰＣ・メタル製の柱・梁を持つ構造の場合には、１セットごとにセット番号も併せてナンバーリングして、損傷箇所を特定できるようにする。

1.健全 2.対策不要

3.状況に応じ早めに対策

4.早急に補修補強 5.緊急対応の必要

①コンクリートにひび割れがあるか

○ 1

②コンクリートに白いシミがあるか

○ 1

③部材に破損・変形があるか

○ 1

④鉄筋の露出があるか

○ 1

⑤鋼材に錆び、亀裂があるか

錆び 2

⑥ボルトのゆるみ・脱落があるか

○ 1

①部材に破損・変形があるか

○ 1

②鋼材に錆び、亀裂があるか

錆び 3

③ボルトのゆるみ・脱落があるか

○ 1

①部材に破損・変形があるか

○ 1

②鋼材に錆び、亀裂があるか

錆び 2

③ボルトのゆるみ・脱落があるか

○ 1

①部材に破損・変形があるか

○ 1

②鋼材に錆び、亀裂があるか

錆び 2

③ボルトのゆるみ・脱落があるか

○ 1

④屋根からの水漏れがないか

○ 4

平成17年6月10日 509.0

床版

内空部

主梁

点検項目

判定番

号記入

判    　　　　定 

済・未

済・未

劣化

要因



路線名

箇所名

供用年月日

谷側支承

（接合）部

点検箇所

施設全延長

メ

タ

ル

済・未

柱 済・未

済・未

点検項目全ての点検が済んだ場合、済に○を付ける。

全て点検できなかった場合には未に○を付け、下段の「※点検で

きなかった項目」に項目を記入する。

コメントなしでも判るもの

は○を、判らない内容の場

合にはコメントを記入す

る。

基礎工については山側、谷側ともその変形、傾斜等について目視点検を行う。谷側に擁壁があり、擁壁とシェッド等の基礎との間に土の部分がある場合には、土の流出(吸い出し)にも留意する必要がある。また、路面のクラックのうち図 6.5に示すように谷側地盤の変状の兆候と考えられるものについては注意する必要がある。
図 6.5　シェッド等における部材の変形、傾斜

点検項目毎の着目点については付録－１「損傷評価基準」、付録－２「健全度ランク判定要領」が参考にできる。
主部材は、構造物を適切かつ効率的に管理し、延命化を図る上で特に重要であり、損傷原因の特定や環境条件などの定期点検のみでは取得されない各種情報が必要な場合には、定期点検以外の調査等によりこれを補う必要がある。
(2)表 6.7は、定期点検における損傷の種類に応じた標準的な点検方法について示したものである。
定期点検では、近接目視を主に必要に応じて簡易な点検機械・器具を用いて行うことを基本とするが、損傷程度をより詳細に把握したり、表面からの目視によるだけでは検出できない損傷を調査する上で、非破壊検査が有効であることも多いため、必要に応じて採用できる一般的な例を標準的方法とあわせて示した。
なお、非破壊検査の手法を用いる場合、機器の性能や検査者の技量など様々な条件が検査精度に影響をおよぼすため、事前に適用範囲や検査方法の詳細について検討しておくことが必要である。
また、表 6.7はあくまで標準的な方法を示したものであり、シェッド、シェルターの構造や施工位置、表面性状など検査部位の条件によってはここに示す方法によることが不適当な場合もあり、点検方法は点検対象の条件に応じて適切に選定しなければならない。
参考に、表 6.7における「必要に応じて採用することのできる方法の例」の特徴等について，表 6.8に示す。
　
(3) 参考として、一般的に携行することが必要となる機械機器を以下に示す。
　　①点検用具
　　　双眼鏡、点検ハンマー、巻尺、ポール等
　　②記録用具
    　カメラ、ビデオカメラ、チョーク、黒板、マジック、スケール、記録用紙
　　③点検用補助機器
　　　照明設備、懐中電灯、清掃用具、交通安全・規制用具、ロープ、ガムテープ
　　④近接用具
　　　梯子、脚立
表 6.8　非破壊検査方法の特徴

	表 6.7に示す
方法の例
	把握できる内容
	適用範囲
	使用方法
	利点
	問題点

	超音波板厚測定（板厚測定）
	・厚さの測定
	・金属、非金属および超音波を透過させる材料
	・超音波により共振を起こして肉厚を測定する
	・測定が容易
・使用実績が多数ある
	・記録保存が困難
・塗膜が厚いと精度が悪い

	渦流探傷試験
	・表面および表層部の欠陥、特に亀裂に有効
	・導電材料
	・コイルにより測定物にうず電流を与え、表面のひび割れ等の変化によるうず電流の変化を検出して損傷を判別する。
	・測定速度が速い。
・経済的である。
	・形状が単純なものでないと適用しにくい。
・内部の欠陥は検知できない。
・欠陥以外の材料的因子により影響を受ける。
・測定に熟練を要する。

	磁紛探傷試験
	・部材表面、または表面付近の亀裂の検出
	・磁性材料（鉄鋼材料等）
	・一般的手法：

極間法
	・方法が簡易で亀裂の検出に優れている。
	・鉄鋼材などの磁性材料のみに適用可能
・内部損傷は測定不能・亀裂の深さが測定不能

	超音波探傷試験
	・部材欠陥、　特に亀裂の判別に適している。また、欠陥の位置については判別しやすい。
	・金属、非金属、プラスチック、その他超音波を透過させる材料・部材の形状には、制限があまりない。
	・一般的手法：

パルス反射法
	・小さな欠陥は検出しにくいが、材料の厚さに制限は少ない。
・持ち運びが容易
・試験実績が豊富・経済的である
	・記録が保存しにくい
・測定に熟練を要する
・損傷の形状種類が把握しにくい。
・塗膜が厚いと精度が悪い。

	浸透探傷試験
	・金属および非金属材料の亀裂
	・特に制約はない
	・作業工程

1)浸透処理

2)洗浄処理

3)現像処理

4)観察
	・材料を比較的選ばない。
・作業能率が良い。
・写真などにより記録が容易
	・表面の亀裂のみ検出・多孔質材料および表面の粗い素材は不可

	ﾎﾞﾙﾄﾍｯﾄﾞﾏｰｸの確認
	・高力ボルト材質が確認できる
	・刻印付きのボルト
	・目視
	・F11Tボルトの確認が容易
	・損傷の有無の確認ではない

	たたき試験
	・高力ボルト材質が確認できる
	・高力ボルト
	・高力ボルトのナット側をたたき、振動・異常音により損傷の有無を確認する
	・簡単な調査方法である
	・精度は比較的ばらつきが大きい。
・本数が膨大となる。
・傷の程度・状況が把握できる責任ある経験技術者が必要

	超音波探傷試験（F11T等の損傷）
	・高力ボルト等の内部亀裂
	・高力ボルト
	・音波を伝達し反射時間より欠陥の位置・大きさを調べる
	・現場作業時間が短い
	・亀裂の位置や大きさによりバラツキがみられる

	軸力計（電磁式）を使用した調査
	・高力ボルトのゆるみ
	・高力ボルト
	・振動の共振による共振周波数から軸力を求める
	・現場作業時間が短い
	・材質・ボルト長により測定ができない場合がある

	写真撮影(画像解析による調査)
	・塗装劣化面積、ひびわれ幅・長さ
	・ひびわれ幅0．2㎜以上
	・損傷を写真撮影し画像解析により検出
	・現場作業時間が短い
	・表面の損傷しか検知できない

	ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ測定
	・塗膜劣化度
	・塗膜
	・塗膜抵抗値を電気的に測定することによって、ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽを得る。
	・現場作業時間が短い
	・精度は比較的ばらつきが大きい。

	膜厚測定（超音波法）
	・塗膜厚さ
	・塗膜
	・超音波により共振を起こして膜厚を測定する
	・測定が容易・使用実績が多数ある
	・記録保存が困難

	付着性試験
	・塗膜の付着性
	・塗膜
	・乾燥塗膜に切り込みを入れ、その上にテープを貼り付け引っ張った際の塗膜の剥落度で評価する
	・試験が容易
	・精度は比較的ばらつきが大きい。

	赤外線調査
	・ひびわれ、うき、空洞および塗装タイルの浮き上がり
	・部材一般
・特に平面的拡がりのあるものが有利
	・一般部分と異なる部分（ひびわれ、空洞）の表面温度の違いにより欠陥位置を推定する。
	・測定が容易、特に平面的拡がりのあるもの
・記録の保存が容易
・判別が容易
	・正常な部分と欠陥部との表面温度差が生じる時間帯に調査する必要がある。


(5)　 二次点検の点検体制
	二次点検は、シェッド等に関して十分な知識と実務経験を有する者がこれを行わなければならない｡


【解説】
点検作業班の編成人員を表 6.9に示す。この表を参考に点検内容や現地状況等を考慮して、編成人員を定めるのがよい。
表 6.9　点検作業班の編成人員

	
	高所作業車等
	その他の施設

	施設点検員
	１人  注1)
	１人 注2)

	点検補助員
	２人  注1)
	２人 注2)

	点検車運転員
	１人  注1)
	－

	交通整理員
	注3)
	－


注１）高所作業車等：点検に必要な範囲、交通状況、施設および使用する機器の条件を考慮して適切な編成人員を決定する。
注２）その他の施設：梯子、足場等を利用する場合であり、現地条件や点検方法（項目、器具等）を考慮して編成人員を決定する。
注３）交通整理員：交通整理員は、「道路工事保安施設設置基準（案）」に基づいて編成人員を決定する。
なお，点検作業に携わる人員の名称および作業内容は次のとおりとする。
ａ．施設点検員…施設点検員は、点検作業班を統括し、安全管理について留意して、各作業員の行動を掌握するとともに、点検補助員との連絡を密にして点検調査を実施する。
ｂ．点検補助員…点検補助員は、施設点検員の指示により、点検作業の補助を行う他、点検車歩廊部（油圧屈伸式にあっては点検作業台）の移動操作、点検車運転員および交通整理員との連絡・調整を行う。
ｃ．点検車運転員…点検車運転員は、施設点検員の指示に従い点検車の移動等を行う。
ｄ．交通整理員…交通整理員は、点検時の交通障害を防ぎ点検作業員の安全を確保する。
点検業務に携わる施設点検員として必要な要件の標準は次のとおりとする。
施設点検員　…　損傷状況の把握を行うのに必要な以下の能力と実務経験を有する者とする。

・シェッド等に関する実務経験を有すること
・シェッド等の設計、施工に関する基礎知識を有すること
 
・点検に関する技術と実務経験を有すること

6.2.2　 二次点検の健全度ランクの判定
(1)　 損傷状況の把握
	二次点検の結果、損傷を発見した場合は、部位、部材毎、損傷の種類毎に損傷の状況を把握するものとする｡この際、損傷状況に応じて、効率的な維持管理をする上で必要な情報を詳細に把握するものとする｡


【解説】
点検の結果は、単に損傷の大小という情報だけではなく、効率的な維持管理を行うための基礎的な情報として様々な形で利用される。例えば、ひびわれ状況をもとにアルカリ骨材反応を検討したり、亀裂の発生箇所周辺の損傷状況をもとに損傷原因を考察したりする場合には、損傷図が重要な情報源となる。
したがって、損傷の程度を適切な方法で詳細に記録しなければならない。
損傷状況を把握する単位は要素（部位，部材の最小評価単位）とし、要素は付録－３「定期点検結果の記入要領」に記載の要素番号を付す単位である。
なお，把握した損傷は、状況に応じて、次の方法でその程度を記録するものとする。
  ①　損傷状況を示す情報のうち②の方法ではデータ化されないものは損傷図や文章等で記録
②　損傷内容毎に定性的な評価基準でその程度を表す区分を記録
以下に①のデータ化されない情報で損傷図や文章等で記録しておく必要があるものの例を示す。
・コンクリート部材におけるひびわれの状況のスケッチ
（スケッチには，主要な寸法も並記する）
・コンクリート部材におけるうき、剥離、変色等の変状箇所および範囲のスケッチ
・鋼製部材の亀裂発生位置、進展の状況のスケッチ
・鋼製部材の変形の位置や状況のスケッチ
・漏水箇所など変状の発生位置
(2)　 損傷程度の評価
	損傷の程度については、付録－１｢損傷評価基準｣に基づいて要素毎、損傷種類毎に評価するものとする。


【解説】
定期点検において損傷の程度は、要素毎、損傷種類毎に評価する。これらの記録は橋梁の状態を示す最も基礎的なデータとして蓄積され、維持・補修等の計画の検討などに利用される。したがって、損傷程度の評価はできるだけ正確かつ客観的となるように行わなければならない。
損傷程度の評価では、損傷種類に応じて定性的な区分で評価するものと定量的な数値データとして評価されるもの、あるいはその両方で評価することが必要なものがあるが、いずれの評価においても、複数の部位、部材の組合せによる総合的な評価である健全度ランクの判定とは異なり、損傷の程度をあらわす客観的な事実を示すものにすぎない点に注意しなければならない。
これらのデータは、施設の状態を示す最も基礎的なデータとなるだけでなく、健全度ランク評価やその将来予測などを行う際にも必要となる。したがって、これらのデータには、客観性だけでなく、点検毎に採取されるデータ間で相対比較が行えるような連続性、データの均質性も要求される。データ採取にあたってはこれらの点についても留意する必要がある。
(3)　 健全度ランクの判定
[image: image25.emf]No. データ形式 備考

1 文字

2 数値

3 文字

4 文字

5 文字

6 文字

7 文字

8 文字

9 文字

10 文字

11 数値

12 数値

13 数値

14 文字

15 文字 １次・２次

16 点検判定 数値

17 劣化要因 文字

18 点検判定 数値

19 劣化要因 文字

20 点検判定 数値

21 劣化要因 文字

22 点検判定 数値

23 劣化要因 文字

24 点検判定 数値

25 劣化要因 文字

26 点検判定 数値

27 劣化要因 文字

28 点検判定 数値

29 劣化要因 文字

30 点検判定 数値

31 劣化要因 文字

32 点検判定 数値

33 劣化要因 文字

34 点検判定 数値

35 劣化要因 文字

36 点検判定 数値

37 劣化要因 文字

38 点検判定 数値

39 劣化要因 文字

40 点検判定 数値

41 劣化要因 文字

42 点検判定 数値

43 劣化要因 文字

44 点検判定 数値

45 劣化要因 文字

46 点検判定 数値

47 劣化要因 文字

48 点検判定 数値

49 劣化要因 文字

50 点検判定 数値

51 劣化要因 文字

52 点検判定 数値

53 劣化要因 文字

54 点検判定 数値

55 劣化要因 文字

56 点検判定 数値

57 劣化要因 文字

58 点検判定 数値

59 劣化要因 文字

60 点検判定 数値

61 劣化要因 文字

62 点検判定 数値

63 劣化要因 文字

64 点検判定 数値

65 劣化要因 文字

66 点検判定 数値

67 劣化要因 文字

68 点検判定 数値

69 劣化要因 文字

70 点検判定 数値

71 劣化要因 文字

72 点検判定 数値

73 劣化要因 文字

ﾌﾞﾛｯｸ番号

施設点検状況

点検年

全体（MAX）

道路種別

路線名

施設名

箇所名

S_RC_谷側壁

S_PC_M_PC鋼材定着部

S_PC_M_床版屋根部

S_PC_M_防水工

S_PC_M_谷側受台

データ項目

施設コード

分割番号

分類

SL_上部工_雪庇防止柵

SL_上部工_出入口

SL_下部工_ｺﾝｸﾘｰﾄ壁部

点検調書

より転記

SL_下部工_舗装面

SL_その他_排水施設

SL_その他_照明施設

SL_その他_交通安全施設

S_PC_M_柱

S_PC_M_主梁

S_PC_M_谷側支承(接合)部

点検種別

　ＤＢより

転記

S_共通_ｻﾝﾄﾞｸｯｼｮﾝ

分類Ｃ

管内

事務所名

S_PC_M_床版内空部

S_PC_M_山側支承(接合)部

S_PC_M_山側受台

SL_その他_その他

S_RC_頂部(内空)

S_RC_山側壁

S_RC_頂部(外側)

S_共通_歩道(監査歩廊)

S_共通_舗装

S_共通_排水工

S_共通_雪庇防止柵

SL_上部工_支柱・桁材点検

SL_上部工_覆工版


【解説】
この判定は、各損傷に対して維持・補修等の計画を検討する上で特に参考とされる基礎的な評価であるため、統一的な評価基準で行われることが重要である。そこで本マニュアルでは、付録－２「健全度ランク判定要領」を定めこれを参考にすることとした。
6.2.3　 二次点検の記録
	二次点検で行った損傷についての点検結果は、適切な方法で記録し、蓄積しておかなければならない。


【解説】
二次点検で行った損傷についての点検結果は、維持・補修等の計画を立案する上で参考とする基礎的な情報であり、適切な方法で記録し、蓄積しておかなければならない。
定期点検結果の記録は、付録－３「定期点検結果の記入要領」による。
6.3　 特殊点検

6.3.1　 特殊点検の方法
(1)　 特殊点検の目的
	　定期点検のうち施設の頂版、屋根部等で、遠望目視または梯子等では損傷の発見が困難な施設を対象とし、委託により実施する。点検部位については、高所作業車等の使用を個別に検討し、点検頻度は対象施設のグループの二次点検に準ずる。


(2)　 特殊点検の計画
	　特殊点検の実施にあたっては、当該施設の状況等に応じて適切な定期点検が実施できるよう，点検計画を作成するものとする｡


【解説】
　特殊点検は、高所作業車等を使用し、交通規制を伴う作業が一般的となるため、特殊点検を効率的かつ適切に行うためには、事前に十分な点検計画を作成する必要がある。ここでいう点検計画とは、点検作業に着手するための、既往資料の調査、点検項目と方法、点検体制、現地踏査、管理者協議、安全対策、緊急連絡体制、緊急対応の必要性等の報告体制および工程など定期点検に係る全ての計画をいう。
　具体的には、6.2.1　(3)　に準じる。

(3)　 点検の項目および方法
	[image: image26.emf]No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

データ形式 文字 数値 文字 数値 文字 文字 文字 文字 文字 文字 数値 数値 数値 数値 文字

記入例－１ L_A001 1

ｽﾉｰｼｪﾙﾀｰ

SL 会津若松 宮下 国 252号

○○スノー

シェルター

大沼郡金山

町大字滝沢

1 1 2005 3 1次点検

記入例－２ L_A002 3

ｽﾉｰｼｪﾙﾀｰ

SL 会津若松 宮下 国 252号

○○スノー

シェルター

大沼郡金山

町大字滝沢

1～3 1 2005 3 1次点検

記入例－３ L_A003 5

ロックシェッド

RC 会津若松 宮下 国 252号

○○ロック

シェッド

大沼郡金山

町大字滝沢

1～5 1 2005 3 1次点検

記入例－４ L_A004 2

ロックシェッド

PC 会津若松 宮下 国 252号

○○ロック

シェッド

大沼郡金山

町大字滝沢

1～2 1 2005 3 2次点検

記入例－５ L_A005 6

スノーシェッド

M 会津若松 宮下 国 252号

○○スノー

シェッド

大沼郡金山

町大字滝沢

1～6 1 2005 3 2次点検

No. 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

点検判定 劣化要因 点検判定 劣化要因 点検判定 劣化要因 点検判定 劣化要因 点検判定 劣化要因 点検判定 劣化要因 点検判定 劣化要因 点検判定 劣化要因 点検判定 劣化要因 点検判定 劣化要因

データ形式 数値 文字 数値 文字 数値 文字 数値 文字 数値 文字 数値 文字 数値 文字 数値 文字 数値 文字 数値 文字

記入例－１ 2 材料劣化 1 3 材料劣化 2 材料劣化 3 材料劣化 1 3 材料劣化 3 材料劣化 3 塩害 3 塩害

記入例－２ 2 材料劣化 2 材料劣化 1 4 材料劣化 2 材料劣化 1 2 材料劣化 2 材料劣化 2 塩害 2 塩害

記入例－３ 2 材料劣化 1 3 材料劣化 2 材料劣化 1 1 1 1 1 1

記入例－４ 2 材料劣化 1 3 材料劣化 2 材料劣化 3 材料劣化 1 1 1 1 1

記入例－５ 2 材料劣化 2 材料劣化 1 4 材料劣化 2 材料劣化 1 1 1 1 1

No. 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55

点検判定 劣化要因 点検判定 劣化要因 点検判定 劣化要因 点検判定 劣化要因 点検判定 劣化要因 点検判定 劣化要因 点検判定 劣化要因 点検判定 劣化要因 点検判定 劣化要因 点検判定 劣化要因

データ形式 数値 文字 数値 文字 数値 文字 数値 文字 数値 文字 数値 文字 数値 文字 数値 文字 数値 文字 数値 文字

記入例－１ 2 材料劣化 2 材料劣化 1 1 1 1 1 1 1 1

記入例－２ 2 材料劣化 2 材料劣化 1 1 1 1 1 1 1 1

記入例－３ 2 材料劣化 2 材料劣化 1 1 1 1 1 1 1 1

記入例－４ 2 材料劣化 2 材料劣化 1 1 1 1 1 1 1 1

記入例－５ 2 材料劣化 2 材料劣化 1 1 1 1 1 1 1 1

No. 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73

点検判定 劣化要因 点検判定 劣化要因 点検判定 劣化要因 点検判定 劣化要因 点検判定 劣化要因 点検判定 劣化要因 点検判定 劣化要因 点検判定 劣化要因 点検判定 劣化要因

データ形式 数値 文字 数値 文字 数値 文字 数値 文字 数値 文字 数値 文字 数値 文字 数値 文字 数値 文字

記入例－１ 2 材料劣化 1 1 2 材料劣化 1 1 1 1 1

記入例－２ 2 材料劣化 1 1 4 材料劣化 1 1 1 1 1

記入例－３ 2 材料劣化 1 1 2 材料劣化 1 1 1 1 1

記入例－４ 2 材料劣化 1 1 2 材料劣化 1 1 1 1 1

記入例－５ 2 材料劣化 1 1 4 材料劣化 1 1 1 1 1

SL_その他_照明施設

SL_その他_交通安全施設

SL_その他_その他



SL_上部工_出入口

SL_下部工_ｺﾝｸﾘｰﾄ壁部

SL_下部工_舗装面 SL_その他_排水施設

S_PC_M_防水工

ＤＢより転記

S_PC_M_谷側受台 S_PC_M_山側受台

点検調書より転記

S_PC_M_谷側支承(接合)部

S_PC_M_柱 S_PC_M_主梁

点検調書より転記

データ項目

S_PC_M_床版内空部

S_PC_M_山側支承(接合)部

S_PC_M_PC鋼材定着部

S_PC_M_床版屋根部

橋梁コード 分割番号 分類 分類Ｃ 管内 事務所名 道路種別 路線名 施設名 箇所名 ﾌﾞﾛｯｸ番号

施設点検

状況

点検年 全体（MAX） 点検種別

データ項目

S_RC_谷側壁 S_RC_頂部(内空) S_RC_山側壁 S_RC_頂部(外側)

S_共通_歩道(監査歩廊)

S_共通_舗装 S_共通_排水工 S_共通_雪庇防止柵 S_共通_ｻﾝﾄﾞｸｯｼｮﾝ

SL_上部工_支柱・桁材点検

点検調書より転記

データ項目

データ項目

SL_上部工_覆工版

SL_上部工_雪庇防止柵

　特殊点検では、対象施設毎に必要な情報が得られるよう、点検する部位、部材に応じて、適切な項目（損傷の種類）に対して点検を実施しなければならない｡
点検項目の標準は表 6.3～表 6.6に準じる。


(4)　 特殊点検の点検体制
	　特殊点検は、シェッド等に関して十分な知識と実務経験を有する者がこれを行わなければならない｡また、近接目視の場合の点検方法は、徒歩、仮設足場、脚立、梯子、高所作業車等による。


【解説】
点検作業班の編成人員を表 6.10に示す。この表を参考に点検内容や現地状況等を考慮して、編成人員を定めるのがよい。
表 6.10　点検作業班の編成人員

	
	高所作業車等
	その他の施設

	施設点検員
	１人  注1)
	１人 注2)

	点検補助員
	２人  注1)
	２人 注2)

	点検車運転員
	１人  注1)
	－

	交通整理員
	注3)
	－


注１）高所作業車等：点検に必要な範囲、交通状況、施設および使用する機器の条件を考慮して適切な編成人員を決定する。
注２）その他の施設：梯子、足場等を利用する場合であり、現地条件や点検方法（項目、器具等）を考慮して編成人員を決定する。
注３）交通整理員：交通整理員は、「道路工事保安施設設置基準（案）」に基づいて編成人員を決定する。
なお，点検作業に携わる人員の名称および作業内容は次のとおりとする。
ａ．施設点検員…施設点検員は、点検作業班を統括し、安全管理について留意して、各作業員の行動を掌握するとともに、点検補助員との連絡を密にして点検調査を実施する。
ｂ．点検補助員…点検補助員は、施設点検員の指示により、点検作業の補助を行う他、点検車歩廊部（油圧屈伸式にあっては点検作業台）の移動操作、点検車運転員および交通整理員との連絡・調整を行う。
ｃ．点検車運転員…点検車運転員は、施設点検員の指示に従い点検車の移動等を行う。
ｄ．交通整理員…交通整理員は、点検時の交通障害を防ぎ点検作業員の安全を確保する。
点検業務に携わる施設点検員として必要な要件の標準は次のとおりとする。
施設点検員　…　損傷状況の把握を行うのに必要な以下の能力と実務経験を有する者とする。
・シェッド等に関する実務経験を有すること
・シェッド等の設計、施工に関する基礎知識を有すること
・点検に関する技術と実務経験を有すること
6.3.2　 特殊点検の健全度ランクの判定

	　特殊点検の健全度ランクの判定は、6.2.2　

 REF _Ref157936600 \h 
 \* MERGEFORMAT 二次点検の健全度ランクの判定に準じる。


6.4　 標準的な劣化判定手法
定期点検で確認される主な損傷の劣化要因の判定手法を表 6.11に示す。

[image: image27.wmf]点検調書（その３）　現況状況写真（ブロック単位）
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昭和

主な劣化要因(太線枠内)
表 6.11　標準的な劣化判定手法

	部材
	損傷状況
	推定される劣化要因

	
	
	a)材料劣化
	b)塩害
	c)外力
	d)アルカリ骨材
反応
	e)凍害

	RCシェッド

 壁部

PCシェッド

 支承接合部、柱部、受台部、主梁部、PC鋼材定着部
	浮き、剥離
	b)d)e)

以外
	塩害区域内1)
	－
	亀甲状のひびわれを併発
	ポップアウト

	
	ひびわれ
	b)d)以外
	塩害区域内1)
	落石、堆雪等
	鋼材に沿った比較的開口幅の広いひびわれで、塩害以外
	　

	
	亀甲状の
ひびわれ
	ヘアークラックの場合
	塩害区域内
	落石、堆雪等
	塩害・凍害以外
	凍害危険度２の地域1)

	鋼シェッド・シェルター

 柱部、主梁部、頂版部
	塗装劣化
	b)以外
	塩害区域内1)
	－
	－
	－

	
	腐食
	b)以外
	塩害区域内1)
	－
	－
	－

	
	断面欠損
	b)以外
	塩害区域内1)
	－
	－
	－

	
	亀裂
	b)以外
	塩害区域内1)
	落石、堆雪等
	－
	－

	
	破断
	b)以外
	塩害区域内1)
	落石、堆雪等
	－
	－

	RCシェッド

 頂版部

PCシェッド

 頂版部
	ひびわれ
	b)以外
	塩害区域内1)
	落石、堆雪等
	－
	－

	
	浮き、剥離、抜け落ち
	b)c)以外
	塩害区域内1)
	落石、堆雪等
	－
	ポップアウト

	
	亀甲状の
ひびわれ
	ヘアークラックの場合
	－
	落石、堆雪等
	アルカリ反応性骨材の使用の疑いあり
	凍害危険度２の地域


注1) 塩害区域内、凍害危険度等については、表 6.12参照

※枠線を強調しているものは各損傷の主な劣化要因。

・材料劣化は、中性化やジャンカ、コールドジョイント、乾燥収縮、温度ひびわれ等の初期不良、漏水の影響など、一般的な劣化要因の総称とする。

表 6.12　判定基準

	設置条件
	適　用

	
	塩害区域
	海岸からの距離
	200m未満
	

	
	
	海砂の使用
	有り
	

	
	
	凍結防止剤の散布
	有り
	

	
	寒冷地
	凍害危険度１
	浜通
	

	
	
	凍害危険度２
	中通り
	

	
	
	凍害危険度２
	会津
	

	
	アルカリ反応性骨材の使用
	使用している
	

	
	
	使用の疑いがある
	

	建設年代
	適用マニュアル
	PCスノーシェッド標準設計解説書1986.9以前
	PCシェッド

	初期不良
	かぶり不足
	

	
	コールドジョイント
	

	
	乾燥収縮
	

	
	温度ひびわれ
	


※中性化は、上記により判別されない場合、漏水の影響は、明らかな漏水による鋼材の腐食などの損傷が進行している場合
6.5　 対策区分の判定
6.5.1　 判定区分
	　定期点検では、施設の損傷状況を把握したうえで、構造上の部材区分あるいは部位毎、損傷種類毎の対策区分について、付録－２「健全度ランク判定要領」を参考にしながら表 6.13の判定区分による判定を行うこととする。
　判定区分については、損傷の状況、損傷の原因、損傷の進行可能性、当該判定区分とした理由など、定期点検後の維持管理に必要な所見を記録するものとする。
表 6.13　対策区分の判定区分

	
	判定区分
	判定の内容
	

	
	Ｋ
	定期点検により継続的に維持管理を続ける。
	

	
	Ｅ１
	施設構造の安全性の観点から、緊急対応の必要がある。
	

	
	Ｅ２
	その他、緊急対応の必要がある。
	

	
	Ｍ
	維持工事で対応する必要がある。
	

	
	Ｓ
	詳細調査の必要がある。
	

	


【解説】
(1) 定期点検では、当該施設の各損傷に対して補修等や緊急対応、維持工事対応、詳細調査などの何らかの対策の必要性について、定期点検で得られる情報の範囲で概略判定するものとし、施設点検員は点検結果から損傷原因の推定に努め補修等の範囲や工法の検討などが行えるよう必要な所見を記録する。加えて、複数の部材の複数の損傷を総合的に評価するなど、施設全体としての状態についての所見も記録するものとする。
(2) 本マニュアルで定めた対策区分の判定の基本的な考え方は次のとおりである。
①　判定区分Ｅ１とは、施設構造の安全性が著しく損なわれており、緊急に処置されることが必要と判断できる状態をいう。
例えば、コンクリート部材に生じたひびわれのうち鉄筋破断を伴う損傷がこれに該当する。
判定区分Ｅ２とは、自動車、歩行者の交通障害や第三者等への被害の恐れが懸念され、緊急に処置されることが必要と判断できる状態をいう。

例えば、斜面の状況から外力となる落石の規模および落下高さが推定された設計荷重より大きければ、既存施設では対処できない可能性があり、コンクリート塊が落下し、通行人、通行車両に被害を与える恐れが高い場合がこれに該当する。
なお、一つの損傷でＥ１、Ｅ２両者の理由から緊急対応が必要と判断される場合は、Ｅ１に区分する。
②　判定区分Ｍとは、損傷があり、当該部位、部材の機能を良好な状態に保つために日常の維持工事で早急に処置されることが必要と判断できる状態をいう。
例えば、支承や排水施設に土砂詰りがある場合がこれに該当する。支承、排水施設に土砂詰りがある場合は、これらを除去すればよく、その原因や規模が明確で、部材・部位の機能を良好な状態に保つために早急に処置することが必要と判断できる。
③　判定区分Ｓとは、損傷があり、補修等の必要性の判定を行うにあたって原因の特定など詳細な調査が必要と判断できる状態をいう。
例えば、コンクリート表面に亀甲状のひび割れが生じていてアルカリ骨材反応の疑いがある場合がこれに該当する。
なお、本区分には、詳細調査を経ないで追跡調査が必要と判断できる場合も含めることとしている。
例えば、乾燥収縮によるコンクリート表面のひびわれの進展を見極める必要がある場合がこれに該当する。
なお、主部材についてＥ１の判定を行った場合は、対策として補修で足りるか、または更新（部材の更新または施設の取替え）が必要かを併せて判定するものとする。
(3) この判定は、各損傷に対して維持・補修等の計画を検討する上で特に参考とされる基礎的な評価であるため、統一的な評価基準で行われることが重要である。そこで本マニュアルでは表 6.13に示す標準的な判定区分の目安を(2)に記載するとともに、付録－２「健全度ランク判定要領」を定めこれを参考にすることとした。
これらの判定にあたっては、施設についての高度な知識や経験が不可欠であり、施設点検員がこれを行うこととなるが、状況に応じて、詳細調査を実施したり、別途専門的知識を有する有識者の協力を得て判定を行う必要がある場合もある。
(4) 損傷が緊急対応の必要があると判断された場合は、速やかに連絡するものとする。
6.6　 安全対策
	定期点検は、道路交通、第三者および点検に従事する者に対して適切な安全対策を実施して行わなければならない｡


【解説】
定期点検は供用下で行うことが多いことから、道路交通、第三者および点検に従事する者の安全確保を第一に、労働基準法、労働安全衛生法その他関連法規を遵守するとともに、現地の状況を踏まえた適切な安全対策について、点検計画に盛り込むものとする。
主な留意事項は次のとおりである。
・高さ2m以上で作業を行う場合、点検に従事する者が墜落する恐れがある場所では必ず安全帯を使用する。
・足場、昇降設備、手摺、ヘルメット、安全帯の点検を始業前に必ず行う。
・足場、通路等は常に整理整頓し、安全通路の確保に努める。
・道路あるいは通路上での作業には、必ず反射チョッキを着用し、必要に応じて交通誘導員を配置し、作業区域への第三者の立ち入りを防止する。
・高所作業では、用具等を落下させないよう十分注意する。
・密閉場所で作業する場合は、酸欠状態等を調査の上実施する。
点検時は、通常、頂版下面に自動車交通があることから、「道路工事保安施設設置基準(案)」に基づき、これらに十分留意し、安全を確保して作業を行う。
7.　 第三者被害予防措置
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福島県が管理するシェッド等のコンクリート部材を対象に実施する第三者被害の可能性のある損傷の点検および発見された損傷に対する応急措置に適用する。

【解説】

　対象施設は、スノーシェッド、ロックシェッド等、第三者被害の危険性が想定される施設である。
実施に当たっては、「橋梁における第三者被害予防措置要領（案）、国土交通省　道路局　国道・防災課（平成16年3月）」を準用とする。

8.　 塩害に関する特定点検
[image: image29.wmf]点検調書（その５）　健全度ランク判定結果（ブロック単位）
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福島県が管理するシェッド等において、凍結防止材の散布による塩害の劣化が生じる可能性があるコンクリート部材の特定点検（以下塩害点検）に適用する。

【解説】

塩害は、コンクリート部材を劣化させる主要因の一つであるが、劣化が始まると進行が速いだけでなく、補修補強に多大な経費を要する。このため、塩害の劣化速度に応じた点検間隔および予防に主眼を置いた点検方法を定めて計画的かつ定期的に塩害点検を行うことにしたものである。

したがって、明らかに塩害によると考えられる部材については、早急に補修・補強などの対策をとる必要がある。

実施に当たっては、「コンクリート橋の塩害に関する特定点検要領（案）、国土交通省　道路局　国道・防災課（平成16年3月）」を参考とする。
9.　 詳細調査
9.1　 詳細調査の目的

[image: image30.wmf]点検調書（その６）　損傷程度の評価結果総括（ブロック単位）
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 施設名�

 路線名�

 所在地�

 供用年月日�

 施設管理番号�

 構造タイプ�

損傷程度の評価結果総括

0





工種

材料









部　材　種　別
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詳細調査は、劣化および損傷の原因、その程度をより詳細に把握することを目的とし、必用に応じて行う。

【解説】

定期点検は目視点検を基本としているため、劣化要因、損傷が構造に与える影響を把握するには限界がある。定期点検により把握される損傷状況や、推定される劣化要因に対し、対象部材の構造的安全性を評価する上で必要と考えられる場合に詳細調査を実施する。

9.2　 詳細調査の方法等

[image: image31.wmf]点検調書（その７）　健全度ランクおよび対策区分判定結果（ブロック単位）
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 施設名�

 路線名�

 所在地�

 供用年月日�

 施設管理番号v

 構造タイプ�

 管内名称�

 事務所名�

 施設全延長�













 距離標�





















1

 点検年月日�

平成

 点検者名�

 ブロック番号�

0


詳細調査の方法等は、定期点検の結果や推定される劣化要因等から、調査目的や変状に応じ個別に検討を行い実施する。

【解説】

詳細調査の方法には、非破壊検査や構造物のモニタリング等があるが、その選定は調査の目的や変状の状況に応じ個別に検討を行い実施するものとする。

そのため、調査に必要な専門知識を有する者や有識者等を交え、適切な実施体制を整え行うものとする。

○　調査計画の立案の参考となるその他の国土交通省の基準類

「道路橋のアルカリ骨材反応に対する維持管理要領（案）」（平成15年3月）
「鋼製橋脚隅角部の疲労損傷臨時点検要領」（平成16年3月）

「ＰＣＴ桁橋の間詰めコンクリート点検要領（案）」（平成15年1月）

「橋梁に使用している高力ボルト（F11T）の対策について」（平成14年7月）
10.　 点検調書
10.1　 一次点検調書
(1)　 シェッド

[image: image32.wmf]点検調書（その２）　部材番号図および損傷図（シェッド記入例）
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[image: image34.wmf]スノーシェッド・ロックシェッド点検集計表（施設単位） 　（共通）�

集計は、施設単位とし、5ブロックあたり1行でデータ入力を行う。
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（１：健全、２：対策不要、３：状況に応じ早めに対策、４：早急に補修補強、５：緊急対応の必要）
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[image: image35.wmf]スノーシェッド・ロックシェッド点検結果記録図（共通）
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[image: image36.wmf]スノーシェッド・ロックシェッド点検結果写真（施設単位）　　（共通）
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ﾌﾞﾛｯｸ･ｾｯﾄ番号�

確認内容

通し番号
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[image: image37.wmf]スノーシェッド・ロックシェッド点検集計表　（共通）　　（作成例）

集計は、施設単位とし、5ブロックあたり1行でデータ入力を行う。

１　判　　　定

 

 

 

（１：健全、２：対策不要、３：状況に応じ早めに対策、４：早急に補修補強、５：緊急対応の必要）

２　施設点検状況

 ［１：全項目を点検したもの、�

２：全項目を点検できなかったもの　　］

谷

側

支

承

(

接

合

)

部

柱

主

梁

床

版

内

空

部

山

側

支

承

(

接

合

)

部

P

C

鋼

材

定

着

部

床

版

屋

根

部

防

水

工

谷

側

受

台

山

側

受

台

谷

側

壁

頂

部

(

内

空

)

山

側

壁

頂

部

(

外

側

)

谷

側

支

承

(

接

合

)

部

柱

主

梁

床

版

内

空

部

山

側

支

承

(

接

合

)

部

床

版

屋

根

部

防

水

工

谷

側

受

台

山

側

受

台

歩

道

監

査

歩

廊

舗

装

排

水

工

1

南会津

南会津

国

２８９号

八木沢ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ

南会津郡只見町大字蒲生

1〜5

3

2

3

2

4

1

-

-

-

1

2

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

3

1

共      通

判　　　　　　　　定

ＰＣ

ＲＣ

メタル

路

線

名

施

設

名

箇

所

名

施

設

点

検

状

況

ブ

ロ

ッ

ク

番

号

NO.

管

内

事

務

所

名

道

路

種

別

事前に現地にブロック番号（下部工の施工目地等で区
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ておく。調書−１は概ね５ブロック単位（50〜60m）ｵ

で判定を記入する。

判定の番号は、様式２の各点検項目ごとに、最

も高い点数を記入するものとする。

全体の判定は、全点検項目のうち、最も高い点

数を記入することとする。


[image: image38.emf]1.健全 2.対策不要

3.状況に応じ早めに対策

4.早急に補修補強 5.緊急対応の必要
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○ 1

①段差やクラックがないか

路肩段差 3

②穴がないか

○ 1

①変位や破損がないか

○ 1

②泥や土砂の詰まりがないか

○ 1

雪庇

防止柵

済・未 ①破損・変形がないか

錆び 3

サンドクッ

ション

済・未 ①流出や偏りがないか

－

床版屋根部

防水工

谷側受台 済・未

防水工

山側支承

（接合）部

判    　　　　定 

済・未

劣化

要因

判定番

号記入

歩道（監

査歩廊）

済・未

済・未

床版

屋根部

山側受台 済・未



点検箇所 済・未 点検項目

メ

タ

ル

済・未



点検できなかった箇所

その他コメント



共

通

舗装 済・未

排水工 済・未


[image: image39.wmf]スノーシェッド・ロックシェッド点検記録図　　（作成例）

調書−３

路線名

国道２８９号

管内名称

南会津建設事務所

施設名

八木沢スノーシェッド

事務所名

山口土木事務所

箇所名

南会津郡只見町大字蒲生字西山

ブロック番号

１〜５

供用年月日

昭和６０年

ブロック延長

m

施設全延長

m

点検月日

平成１７年６月１０日

点検状況

全項目を点検したもの：１、

全項目を点検できなかったもの：２、

→　２の具体的内容（土砂等で屋根部が確認できなかった　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　

シェッド展開図（5ブロック単位で変状記入）L

延長　Ｌ＝

ｍ

山側

ブロック番号１

ブロック番号２

ブロック番号３

ブロック番号４

ブロック番号５

セット番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

�H路肩舗装部に段差

�E屋根から漏水

�A柱に錆

�B柱に錆

セット番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

谷側

52.5

52.5

�I

雪

庇

防

止

柵

に

錆

起

点

側

終

点

側

509.0

至只見


[image: image40.wmf]スノーシェルタ点検集計表（施設単位）

調書−１

集計は、施設単位とし、5ブロックあたり1行でデータ入力を行う。

１　判　　　定

 

 

 

（１：健全、２：対策不要、３：状況に応じ早めに対策、４：早急に補修補強、５：緊急対応の必要）

２　ｼｪﾙﾀ点検状況 @

 

 ［１：全項目を目視（望遠鏡含む）したもの、２：上部工の一部について確認できなかったもの、３：下部工の外部の一部について確認できなかったもの、４：その他�

]

支

柱

・

桁

材

点

検

覆

工

版

雪

庇

防

止

柵

出

入

口

コ

ン

ク

リ

ー

ト

壁

部

舗

装

面

排

水

施

設

照

明

施

設

交

通

安

全

施

設

そ

の

他

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

NO.

管

内

事

務

所

名

道

路

種

別

路

線

名

シ

ェ

ル

タ

名

箇

所

名

施

設

点

検

状

況

ブ

ロ

ッ

ク

番

号

判　　　　　　　　定

全

体

上部工

下部工

その他


[image: image41.wmf]スノーシェルタ点検結果記録図（共通）

調書−３

路線名

管内名称

施設名

事務所名

箇所名

ブロック番号

供用年月日

ブロック延長

m

施設全延長

点検状況

１：全項目を点検したもの

２：全項目を点検できなかったもの

  → ２の具体的内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）�

 スノーシェルタ展開図（5ブロック単位で変状記入）

延長　Ｌ＝

ｍ

△側

ブロック番号○

ブロック番号○

ブロック番号○

ブロック番号○

ブロック番号○

セット番号

セット番号

凹側

起

点

側

終

点

側













至○○


[image: image42.wmf]スノーシェルタ点検結果写真（施設単位）

調書−４

路線名

管内名称

ｼｪﾙﾀ名

事務所名

箇所名

ブロック番号

供用年月日

ブロック延長

ｼｪﾙﾀ全延長

m

点検年月日

点検状況

１：全項目を目視（望遠鏡含む）したもの、

２：上部工の一部について確認できなかったもの、

３：下部工の外部の一部について確認できなかったもの、

４：その他

  → ４の具体的内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）�

通し番号

ブロック番号

確認内容

通し番号

ブロック番号

確認内容

通し番号

ブロック番号

確認内容

通し番号

ブロック番号

確認内容


























[image: image43.wmf]スノーシェルタ点検集計表（施設単位）　　　（作成例）

調書−１

集計は、施設単位とし、5ブロックあたり1行でデータ入力を行う。

１　判　　　定

 

 

 

（１：健全、２：対策不要、３：状況に応じ早めに対策、４：早急に補修補強、５：緊急対応の必要）

２　ｼｪﾙﾀ点検状況 @

 

 ［１：全項目を目視（望遠鏡含む）したもの、２：上部工の一部について確認できなかったもの、３：下部工の外部の一部について確認できなかったもの、４：その他�

]

支

柱

・

桁

材

点

検

覆

工

版

雪

庇

防

止

柵

出

入

口

コ

ン

ク

リ

ー

ト

壁

部

舗

装

面

排

水

施

設

照

明

施

設

交

通

安

全

施

設

そ

の

他

1

会津若松

宮下

主

柳津昭和線

湯八木沢ｽﾉｰｼｪﾙﾀ�

河沼郡柳津町大字湯八木沢

1〜5

2,3

3

3

1

3

4

3

1

-

3

1

4

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

判　　　　　　　　定

全

体

上部工

下部工

その他

路

線

名

シ

ェ

ル

タ

名

箇

所

名

施

設

点

検

状

況

ブ

ロ

ッ

ク

番

号

NO.

管

内

事

務

所

名

道

路

種

別

事前に現地にブロック番号（下部工の施工目地等で区

分）をナンバーリングしておき、位置関係を明確にし

ておく。調書−１は５ブロック単位（50〜60m）で判ｵ

定を記入する。

判定の番号は、様式２の各点検項目ごとに、最

も高い点数を記入するものとする。

全体の判定は、全点検項目のうち、最も高い点

数を記入することとする。


[image: image44.wmf]スノーシェルタ点検記録図　　（作成例）

調書−３

路線名

主　柳津昭和線

管内名称

会津若松建設事務所

施設名

湯八木沢スノーシェルタ

事務所名

宮下土木事務所

箇所名

河沼郡柳津町大字湯八木沢字舞台地内

ブロック番号

１〜５

供用年月日

平成５年

ブロック延長

m

施設全延長

m

点検月日

平成１７年１０月１日

点検状況

全項目を目視（望遠鏡含む）したもの：１、

上部工の一部について確認できなかったもの：２、

下部工の外部の一部について確認できなかったもの：３、

その他：４

→　４の具体的内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　

スノーシェルタ展開図（5ブロック単位で変状記入）ｵ

延長　Ｌ＝

ｍ

山側

ブロック番号１

ブロック番号２

ブロック番号３

ブロック番号４

ブロック番号５

�@上部支柱・ボルトに錆

�A覆工版継目から漏水

�B出入口扉の外壁面に錆

�E舗装路面にクラック

�F舗装路面にポットホール

�H区画線が薄い

�Gガードレールに破損

�D下部擁壁施工目地部に段差

谷側

起

点

側

終

点

側

163.5

60.0

60.0

至柳津


(2)　 シェルター

[image: image45.emf]スノーシェルタ点検シート

調書－２

管内名称

事務所名

ブロック番号

ブロック延長

m

m

点検年月日

点検状況 １：全項目を目視（望遠鏡含む）したもの、 ２：上部工の一部について確認できなかったもの、 ３：下部工の外部の一部について確認できなかったもの、

４：その他   → ４の具体的内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

スノーシェルタ点検のポイント

○　徒歩による目視（望遠鏡を用いた目視を含む）を主体にシェルタの状況を把握する。

○　点検シートは概ね５ブロック単位（５０～６０ｍ）で作成するものとするが、上部工の構造形式が異なる場合には別調書とする。

○　現地にブロック番号（下部工の施工目地等で区分）をナンバーリングして、明瞭な位置表示を行ったうえで点検を実施する。

○　床版が橋梁の場合の点検は、橋梁点検で実施する。

1.健全 2.対策不要

3.状況に応じ早めに対策

4.早急に補修補強 5.緊急対応の必要

①コンクリートにひびわれがあるか

②鉄筋が露出しているところがあるか



③コンクリートが沈下していないか

④上部工との連結部に問題はないか

⑤背後地の山側からの土砂等の土圧が加わっているか

⑥背後地の谷側の法面が沈下・崩壊しているか

⑦歩行者・通行車両に危険と思われるところがあるか

判定番

号記入

済・未

コンク

リート

壁部

済・未

下

部

工

判    　　　　定 

劣化

要因



路線名

箇所名

供用年月日

支柱・

桁材

点検

上

部

工

点検箇所

ｼｪﾙﾀ名

点検項目

出入口 済・未

①事故等によって破損しているか

②錆、腐食、ボルトの緩み・脱落があるか

③支柱・桁材に歪みがあるか

④歩行者・通行車両に危険と思われるところがあるか

①覆工版に破損、ひび割れ箇所があるか

②覆工版からの雨水等の流入があるか

③覆工版に外部から衝撃がかかっていないか

覆工版 済・未

④ボルトの脱落箇所があるか

⑤歩行者・通行車両に危険と思われるところがあるか

①支柱・梁・ネットに破損箇所があるか

②錆、腐食、ボルトの緩み・脱落があるか

③歩行者・通行車両に危険と思われるところがあるか

①扉の開閉に問題がないか

②扉に錆、腐食、ボルトの緩み・脱落があるか

③歩行者・通行車両に危険と思われるところがあるか



ｼｪﾙﾀ全延長

雪庇

防止柵

済・未

済・未


[image: image46.emf]1.健全 2.対策不要

3.状況に応じ早めに対策

4.早急に補修補強 5.緊急対応の必要



点検できなかった

箇所

その他コメント



③歩行者・通行車両に危険と思われるところがあるか

①建築限界が確保されているか

②不法占用はないか

②破損箇所がないか

③集水桝は機能しているか

④歩行者・通行車両に危険と思われるところがあるか

①器具等が正規に機能しているか

②漏電による停電はないか

③規定の照度はあるか（積雪時）

④歩行者・通行車両に危険と思われるところがあるか

①器具等が正規に機能しているか

②段差はないか

④歩行者・通行車両に危険と思われるところがあるか

点検項目

③表面が常時濡れていないか

①穴・ひびが入っていないか

①暗渠工は機能しているか

②側溝は機能しているか

そ

の

他

舗装面

排水

施設

判    　　　　定 

判定番

号記入

劣化

要因

交通

安全

施設

済・未

済・未

済・未

点検箇所

下

部

工

済・未

その他 済・未

照明

施設

済・未


[image: image47.emf]1.健全 2.対策不要

3.状況に応じ早めに対策

4.早急に補修補強 5.緊急対応の必要

○ 3

OK 1

-

OK 1

OK 1

OK 1

OK 1

OK 1

OK 1

OK 1

-

OK 1

OK 1

Ｇｒ破損（支柱2、ﾚｰﾙ2）

3

区画線（外側線）

3

OK 1

OK 1

舗装面　③

照明施設　④

その他 済・未

照明

施設

済・未

交通

安全

施設

済・未

済・未

済・未

点検箇所

下

部

工

済・未

判    　　　　定 

判定番

号記入

劣化

要因

①暗渠工は機能しているか

②側溝は機能しているか

そ

の

他

舗装面

排水

施設

②段差はないか

④歩行者・通行車両に危険と思われるところがあるか

点検項目

③表面が常時濡れていないか

①穴・ひびが入っていないか

②破損箇所がないか

③集水桝は機能しているか

④歩行者・通行車両に危険と思われるところがあるか

①器具等が正規に機能しているか

②漏電による停電はないか

③規定の照度はあるか（積雪時）

④歩行者・通行車両に危険と思われるところがあるか

①器具等が正規に機能しているか



点検できなかった

箇所

その他コメント



③歩行者・通行車両に危険と思われるところがあるか

①建築限界が確保されているか

②不法占用はないか








10.2　 二次点検調書
(1)　 シェッド、シェルター








10.3　 点検結果集計表

一次点検、二次点検の点検結果は、点検結果集計表に集約する。

→点検結果集計表のデータを健全度ランク予測システムに取り込む
表 10.1　点検結果集計表（データ項目）
表 10.2　点検結果集計表記入例

梯子、昇降施設による上部から目視点検








二次点検では、劣化予測を行う部材毎に、劣化予測の種類毎に損傷の種類を集計し、最悪値に基づき健全度ランクを評価する。











近接目視点検


（PC定着部）
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